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SDGs(Sustainable Development Goals)という用語は、今や世界中の子供から大人に至るまで、

図 1 に示す一連のロゴと共に広く浸透しているものかと思います。2015 年 9月 25 日の国際連合(以
下、｢国連｣という。)総会で 193 ヵ国の合意のもとで採択された SDGs は、2030 年までに達成す

べき人類共通の最重要な 17 のゴールと 169 のターゲットから構成され、地球上の｢だれ一人とし

て取り残さない｣ことを誓っています 1),2),3)。 

 
 

しかしながら、国連から 7 月に公表された SDGs report20224),5),6)によると、Goal 3｢すべての人

に健康と福祉を｣においては新型コロナウイルス感染症の影響によりグローバル・ヘルスにおける

数十年間の前進が脅かされているとされ、Goal 12｢つくる責任つかう責任｣においては消費と生産

が持続不可能なパターンに陥ることが“気候変動”“生物多様性の喪失”“汚染”という地球の三

重危機の根本原因であり、世界の電気・電子機器の廃棄物の大部分が安全に管理されていない、と

報告されています(図 2 参照)。目標の 2030 年まであと 8 年となった今、課題は山積しています。 

   
 

MDPRO ミニコラム：SDGs 週間に寄せて-コロナ禍下の医療用廃棄物について考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：Goal 3 及び Goal 12 の進捗報告(2022)  
出所：持続可能な開発目標(SDGs)報告 2022 概要(インフォグラフィックス和訳版)6) より抜粋 

図 1：SDGs 17 のゴール 出所：国際連合広報センター3) 
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9 月 25 日(GLOBAL GOALS DAY)を含む毎年 9 月末の約 1 週間、日本各地で SDGs 週間とし

て各種イベントが開催されています。また、前述の SDGs Report2022 のインフォグラフィックス

和訳版も 9 月に日本の国連広報センターにて公開されました 6)。この時期に改めて、医療機器産業

における SDGs について考える手始めとして、コロナ禍の影響で増えたと思われる世界と日本の

医療廃棄物の排出量と感染性廃棄物に関する日本の規制について調べてみました。 
 
世界保健機関(WHO)は 2022 年 2 月 1 日、“Global analysis of health care waste in the context of 

COVID-19”と題する技術文書の中で、図 3 に示す COVID-19 関連の主な医療廃棄物を提示し、

COVID-19 のパンデミック(世界的流行)が数万トン(t)の医療廃棄物を生み出し、人間の健康や環境

の脅威になっていると報告しました 7),8),9)。同文書では、2020 年 3 月から 2021 年 11 月までに国連

を通じて発注された医療防護具は約 8 万 7 千 t であり、そのほとんどが廃棄されたとあります。ま

た、約 1 億 4 千万回分の検査キットは 2 千 6 百 t、世界で行われた約 80 億回分のワクチン接種は

ガラスバイアル 8 万 8 千 t、注射器と注射針で 4 万 8 千 t、保管容器で 8 千 t、合計約 14 万 4 千 t
の廃棄物を生み出した、と試算されています。これらは、コロナ禍以前の約 10 倍の量に上り、従

前より医療廃棄物の処理設備等が整備されていない発展途上国においては、人や環境に重大なリス

クを及ぼしかねない、と警鐘を鳴らしています。 

   
 
 
日本では、1970 年に廃棄物処理法が施行され、医療廃棄物は特別管理廃棄物として通常の廃棄

物より厳しい規制のもとに処理が行われています 10)。環境省では医療廃棄物の中でも感染性廃棄

物についての判断基準や医療関係機関等が感染性廃棄物を処理する際の注意事項を記載した｢廃棄

物処理法に基づく感染性廃棄物処理マニュアル｣を策定・公表しています 11),12)。 
同マニュアルは新型コロナウイルスのパンデミックへの対応で得られた知見等を踏まえて、

2022 年 6 月に改定され、より一層の適正処理の推進が求められています。 
 
2021 年 2 月 13 日より新型コロナウイルス感染症は指定感染症から新型インフルエンザ等感染

症の区分に変更されました。また、感染症廃棄物の判断フローの STEP3（感染症の種類）による

と、②「感染症法の四類及び五類感染症の治療、検査等に使用された後、排出された医療器材等」

の例として、注 5 に記載の「医療器材（注射針、メス、ガラスくず等）、ディスポーザブルの医療

器材（ピンセット、注射器、カテーテル類、透析等回路、輸液点滴セット、手袋、血液バッグ、リ

ネン類等）、衛生材料（ガーゼ、脱脂綿、マスク等）、紙おむつ、標本（検体標本）等」が感染性廃

棄物に該当するとされています。 
 
 
 
 
 

図 3：COVID-19 関連の主な医療廃棄物 
   出所：Global analysis of health care waste in the context of COVID-19 7), WHO 

(同報告書表紙) 
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さらに、図 4 中の注 6 に記載のある通り、このフローで判断できないものについては、医師等(医
師、歯科医師及び獣医師)により感染のおそれがあると判断される場合は感染性廃棄物とする、とさ

れており、実際には上記より広い範囲の医療器材が感染症廃棄物の対象となっていると考えられま

す。 
 

 

 
 

図 4：感染性廃棄物の判断フロー 出所：廃棄物処理法に基づく感染性廃棄物処理マニュアル 12),環境省 
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ちなみに、2022 年 3 月に公表された｢令和 3 年度事業 特別管理産業廃棄物排出・処理状況調査

報告書 令和 2 年度速報値｣13),14)によると、業種別でみた場合、医療・福祉の現場からの 2020 年

度の特別管理産業廃棄物の排出量は 482 千 t/年で全体の 14.8％であり(図 5)、種類別でみた場合、

感染性産業廃棄物の排出量は 516 千 t/年で全体の 15.8％でした(図 6)。 
 

  
 
 
 
 
  

また、上記業種別の｢医療・福祉｣分と種類別の｢感染性産業廃棄物｣分について、2015 年度から

2020 年度までの推移を図 7 に示してみました。 

        
 
 
 

WHO の報告と同様に、日本においてもコロナ禍下で需要の増大により出荷が急増した医療器材

があったことは以前の MDPRO ミニコラムや MDPRO リサーチでもご報告した通り 15),16)で、その

分、廃棄物の排出量も増えたことは容易に想像できます。しかしながら、図 7 で示された通り、全

業種分の感染性廃棄物または医療・福祉業種分の特別管理産業廃棄物(感染性廃棄物以外も含む)の
排出量は、2019 年度は 2018 年度より若干増となったものの、2020 年度はいずれも 2019 年度より

減少しており、全体の排出量に大きく影響するほどの危機的状況ではなかったと言えます。 
 

図 6：2020 年度 特別管理産業廃棄物の｢種類別｣排出量 
出所：令和 3 年度事業 特別管理産業廃棄物排出・

処理状況調査報告書 令和 2 年度速報 14), 環境省 
 

 

図 5：2020 年度 特別管理産業廃棄物の｢業種別｣排出量 
出所：令和 3 年度事業 特別管理産業廃棄物排出・

処理状況調査報告書 令和 2 年度速報 14), 環境省 

図 7：2015～2020 年度 感染性廃棄物(全業種分)と医療・福祉(特別管理産業廃棄物分)の年間排出量の推移 
出所：環境省ホームページ,各年度｢特別管理産業廃棄物排出・処理状況調査報告書｣13)より筆者作成 
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MDPRO では SDGs を中長期の課題ととらえ、環境・SDGs のテーマを 2021 年 4 月からニュー

スクリップの収集項目に追加し、特に医療機器の技術・研究を主とする省エネ、省資源、省力化に

関する話題について情報収集をしてきました。その結果、2021 年 4 月~2022 年 3 月末までの 1 年

間で 48 件、2022 年 4 月~9 月末までの半年で 35 件の記事が収集されました。 
医薬品・医療機器業界においても、政府が目標としている 2050 年までに温室効果ガスの排出をゼロに

する｢カーボンニュートラル｣の実現に向けて、2030 年までという前倒し期間での目標を設定するなどして

再生エネルギーへの切り替えを宣言したり 17),18)、生活用品の原材料として用いられるプラスチックの一部

を生分解性ポリマーに置き換えたり 19)、医薬品のラベル台紙を水平リサイクルしたり 20)、といった個社とし

ての取り組みがいくつか取り上げられていました。 
しかしながら、生体に直接的に接する医療機器や医用材料において、他の産業の製品に比べてリサイ

クルやリユースを行える範囲は限定的です。医療においては何よりも製品の品質や安全性、効果・機能性

が優先される中で、病原菌やウイルス等への感染や溶出物・強度等の問題が起きない範囲でしか製品へ

の反映が出来ないことが第一の理由だと考えます。また診療報酬点数等、価格の上限もあるためリサイク

ル等に係るコストを製品に転嫁できないことも理由の一つと考えます。 
 
本稿では取り上げた日本の医療廃棄物や感染性医療廃棄物のみに関しては、適宜改正される規制の

もとに、様々な企業や医療機関の努力もあって、まだ危機的状況にはないと述べましたが、SDGs の 17 の

ゴールや政府の掲げるカーボンニュートラルの 2030 年までの達成のためには現状維持では足りないと言

えます。また、世界に目を向けると、処理しきれない廃棄物の山のそばで暮らしている人々がいるという現

状があります。 
そういった現状に目を向けて、様々な制約がある中でも製品のライフサイクル全体を見据え、可能な限り

の改良・改善の努力を続けることが、｢つくる責任｣を持つ企業の役割なのだと思います。 
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医療機器政策調査研究所からのお知らせ   @JFMDA_MDPRO 
Twitter で医療機器産業に関連するニュースを配信中。医機連トップページからフォローできます。 
 


